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国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
が
成

立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら

に
係
る
国
庫
補
助
事
業
や
本
市
独

自
の
支
援
策
が
提
案
さ
れ
、
各
委

員
会
に
付
託
・
審
議
さ
れ
た
結
果

賛
成
多
数
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
こ
の

予
算
に
は
反
対
を
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
者
に
対
す
る
上
乗
せ
ポ

イ
ン
ト
付
与
事
業

　
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
あ

わ
せ
て
市
独
自
の
ポ
イ
ン
ト
１
０

０
０
円
分
の
上
乗
せ
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
「
行
政
改
革
推
進
費
」
と

し
て
5
、5
0
0
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。こ
の
機
会
に
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
を
は
か
る
の
が
ね
ら
い

で
す
。

地
域
公
共
交
通
に
お
け
る

利
用
環
境
向
上
策

　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
行

う
感
染
症
対
策
等
へ
の
支
援
の
た

め
「
公
共
交
通
利
用
促
進
費
」
が

コロナ対策　子育て支援を充実

令
和
2
年
宇
都
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
原
ち
づ
る
議
員
が
昨

年
の
選
挙
前
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
「
オ
レ
ン
ジ

宣
伝
」。
ヨ
ー
ク
ベ
ニ

マ
ル
若
松
原
店
近
く
の

常
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
毎

週
木
曜
日
・
17
時
半

よ
り
、
現
在
は
野
村
せ

つ
子
県
議
と
共
に
継
続

中
で
す
。
雀
北
支
部
の

皆
さ
ん
が
毎
回
プ
ラ
ス

タ
ー
を
持
っ
た
り
、
ひ

っ
き
り
な
し
に
通
る
車

に
手
を
振
っ
た
り
と
元

気
に
に
参
加
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。

　
更
に
７
月
か
ら
は
、

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
針
ヶ

谷
店
前
歩
道
で
も
宣
伝

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
！
　
基
本
的
に
は
第
１
・

３
・
５
週
目
が
若
松
原
、第
２
・

４
週
目
が
針
ヶ
谷
の
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
、

ま
た
賑
や
か
し
に
ご
参
加
下

さ
い
。

宣伝は続くよどこまでも♪

　
日
本
共
産
党
・
未
来
・
緑
の
未

来
・
こ
こ
ろ
の
会
・
新
風
の
議
員

９
名
に
よ
り
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
理
由
と
し
て
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
暮
ら
し

や
経
済
に
与
え
た
影
響
は
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
を
超
え
て
お
り
、

消
費
税
減
税
こ
そ
経
済
危
機
を
打

開
す
る
道
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
急
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う

国
に
強
く
要
望
す
る
。」
と
し
ま

し
た
。

　
採
決
の
結
果
反
対
多
数
で
意
見

書
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

消費税率の引き下げを国に
求める意見書を提出

扶養親族等の数

0人

1人

2人

3人

所得制限限度額

622万円

660万円

698万円

736万円

（収入額の目安）

833万円

875万円

917万円

960万円

以降、扶養人数が1人増えるごとに、38万円を加算

9
、6
2
0
万
円
追
加
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

う
つ
の
み
や
17（
い
い
な
）・

18（
い
い
わ
）応
援
給
付
金

　
17
歳
・
18
歳
の
児
童
が
い
る

世
帯
に
対
す
る
「
家
庭
子
育
て
支

援
費
」
宇
都
宮
17（
い
い
な
）・
18

（
い
い
わ
）
応

援
給
付
金
と
し

て
9
、1
0
0

万
円
（
所
得

制
限
あ
り
・
一

人
１
万
円
）

が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
給
付
金

の
概
要
は
以
下

の
通
り
で
す
。

児童扶養手当受給世帯等への給付【基本給付】
令和2年6月分の児童扶養手当の支給を受けている者

公的年金等の受給により、児童扶養手当の支給を受け
ていない者

新型コロナの影響を受けて家計が急変し、直近の収入
が児童扶養手当支給対象水準に下がった者

収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への給付【追加給付】

①②の対象者のうち、新型コロナの影響を受けて家計が
急変し、収入が大きく減少しているとの申出があった者

①

②

③

④

対　　　象　　　者 支給金額

1世帯5万円

第2子以降
１人につき
3万円加算

1世帯5万円

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金

　
給
付
事
業
費
（
１
家
族
５

万
円
）と
し
て
４
億
７
、５
０

０
百
万
円
が
追
加
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
給
付
金
の
概
要
は

下
段
の
表
の
通
り
で
す
。

妊
婦
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費
用
の
助
成

　
妊
婦
が
、
か
か
り
つ
け
産

婦
人
科
医
と
相
談
し
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
場
合
に
、

分
娩
前
に
１
回
限
り
２
万
円

を
上
限
に
検
査
費
用
を
助
成

す
る
。
国

の
方
針
と

は
い
え
、

６
月
議
会

の
一
般
質

問
で
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
妊
婦
さ
ん
に
も
拡
大
す

べ
き
と
質
問
し
た
天
谷
議
員
に
も

応
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
中
小
企
業
等
に
対
す

る
新
た
な
支
援
策
（
家
賃
支
援
助

成
金
）、
園
芸
作
物
生
産
振
興
費
、

文
化
会
館
管
理
運
営
費
、
地
域
学

校
園
運
営
費
、保
健
衛

生
費
等
が
追
加

計
上
さ
れ
ま

し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
課
題
多
く

　
　
日
本
共
産
党
は
反
対
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市政・法律なんでも相談会市政・法律なんでも相談会市政・法律なんでも相談会
雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡を
お願いします。
秘密厳守します。弁護士が協力します。

※8月の相談はお休みします。

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日時　7 月 11 日（土）
　　　　9 月 12 日（土）

◇会場　宇都宮市総合コミュニティーセンター

◇連絡先　日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
　　　　土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

午後2～4時

　
新
聞
報
道
に
も
あ
る
よ
う
に
、
６

月
議
会
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い

る
請
願
「
仮
称
大
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

計
画
中
止
又
は
、
建
設
場
所
変
更
に

関
す
る
請
願
」
に
つ
い
て
、
我
が
会

派
の
天
谷
み
え
子
市
議
も
紹
介
議
員

と
し
て
署
名
し
て
お
り
、
読
者
の
み

な
さ
ん
に
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
件
で
、日
本
共
産
党
宇
都
宮

市
議
員
団
と
し
て
は
、
請
願
者
ご
本

人
の
意
志
確
認
と
い
う
点
に
お
い
て
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
慎
重
さ
が
必

要
で
あ
っ
た
と
、
深
く
反
省
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

(

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
く
み
子)

　
途
中
経
過
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
間
の
経
過
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

◎
５
月
26
日

　
反
対
す
る
会
の
代
表
Ｎ
氏
が
、
陳

情
と
し
て
議
会
事
務
局
に
提
出
し
よ

う
と
し
た
が
、
本
人
持
参
で
な
い
た

め
、
受
理
さ
れ
ず
。

◎
６
月
１
日

　
Ｎ
氏
と
Ｎ
氏
か
ら
相
談
を
受
け
た

未
来
会
派
が
、
紹
介
議
員
が
あ
れ
ば

請
願
と
し
て
提
出
可
能
で
あ
る
と
の

見
解
を
得
た
こ
と
か
ら
、
請
願
に
変

更
す
る
こ
と
を
検
討
。

◎
６
月
５
日

　
未
来
会
派
の
保
坂
栄
次
議
員
よ
り
、

共
産
党
で
も
紹
介
議
員
と
な
る
よ
う

依
頼
を
受
け
る
。
会
派
内
で
相
談
の

上
、
地
元
で
請
願
者
と
も
面
識
あ
り
、

意
向
に
つ
い
て
も
う
か
が
っ
て
い
た

天
谷
み
え
子
議
員
が
紹
介
議
員
と
な

る
こ
と
を
決
め
た
。

◎
６
月
19
日

　
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
紹

介
議
員
の
一
人
で
あ
る
議
員
が
、「
請

願
者
に
対
し
直
接
本
人
確
認
及
び
内

容
確
認
し
て
い
な
い
」
こ
と
が
、
問

題
視
さ
れ
る
。

　
議
長
よ
り
、
請
願
者
本
人
の
確
認

を
取
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
。

◎
６
月
22
日

　
請
願
者
本
人
が
入
院
中
で
直
接
確

認
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
、
Ｎ
氏
に

請
願
書
に
つ
い
て
本
人
の
了
解
を
得

た
も
の
か
ど
う
か
確
認
を
す
る
。

◎
６
月
23
日

　
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、
５
人
の

紹
介
議
員
が
、
当
該
請
願
の
紹
介
議

員
と
な
っ
た
経
緯
の
説
明
を
求
め
ら

れ
る
。

◎
６
月
25
日

　
再
度
、
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、

請
願
に
切
り
替
え
る
際
、
保
坂
栄
次

議
員(

未
来)

が
、「
陳
情
」
を
「
請

願
」
と
書
き
換
え
、
本
人
に
代
わ
っ

て
押
印
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

◎
６
月
26
日

　
５
人
に
倫
理
基
準
違
反
の
疑
い
が

あ
る
と
し
て
、
市
議
会
倫
理
条
例
に

基
づ
き
倫
理
委
員
会
設
置
が
決
ま
る
。

◎
６
月
29
日

　
５
人
に
対
し
懲
罰
動
議
が
出
さ
れ

る
。

◎
７
月
１
日

　
本
会
議
に
お
い
て
、
保
坂
栄
次
議

員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
が
採
択
。

（
自
民
・
公
明
・
な
ど
29
名
が
賛
成
。

共
産
３
、
市
民
連
合
８
、
未
来
２
、

緑
１
は
退
席
）

　
ま
た
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
は
か
ら
れ
、
そ
の
際
当
該

議
員
の
弁
明
の
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。

請
願
問
題
―
―
―
―
―
―

ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す

　
懲
罰
特
別
委
員
会
の
設
置
の

際
の
、
天
谷
議
員
の
弁
明
の
要

旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
請
願
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
で
も
あ
る
東
京
在
住

の
Ｋ
さ
ん
の
依
頼
で
会
の
代
表
で

あ
る
Ｎ
氏
が
陳
情
と
し
て
準
備
し

た
も
の
。
そ
の
際
、
保
坂
議
員
が

陳
情
を
請
願
に
書
き
変
え
た
こ
と

や
、
請
願
者
の
印
鑑
を
押
し
た
こ

と
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
陳
情
と
し
て
提
出
す
る
た
め
に

は
ご
本
人
が
持
参
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
言
わ
れ
、
病
弱
で
宇
都

宮
に
は
来
れ
な
い
Ｋ
さ
ん
の
思
い

を
届
け
た
い
と
思
っ
た
Ｎ
氏
が
保

坂
議
員
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
紹

介
議
員
が
あ
れ
ば
請
願
と
し
て
の

提
出
も
可
能
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
請
願
と
い
う
形
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

　
私
は
共
産
党
の
会
派
の
中
で
も

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

地
元
に
住
ん
で
い
る
こ
と
、
Ｋ
さ

ん
の
こ
と
も
昔
か
ら
知
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
紹
介
議
員
と
し
て

名
前
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
私
は
ご
本
人
か
ら
印
を
押
し
て

戻
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
て
紹
介
議

員
に
な
っ
た
。

　
私
は
地
域
の
方
々
の
声
を
で
き

る
だ
け
議
会
に
届
け
た
い
と
い
う

社
会
正
義
の
た
め
に
働
い
た
つ
も

り
だ
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】


